
本カタログでは、既に行政との連携実績のある企業を中心に、

新しい行政サービスを提供するスタートアップや連携事例を紹介します。

スタートアップってなに？

スタートアップは、社会課題を成長のエンジンに転換して、持続的な経済成長を実現

する、まさに「新しい資本主義」の考え方を体現する新たなプレーヤーとして注目さ

れています。政府では、「スタートアップ育成 5 か年計画」を策定し、

スタートアップ支援を強化しています。

１

新しい技術の活用、

斬新なサービスなど

新規性がある

２

加速度的に

事業を拡大することを

目指す

３

創業から間もない、

比較的に創業年数の

若い企業

① 小さい組織が多く、機動的・柔軟的に対応できる

② 新しい技術・サービスの市場への導入を促進する

③ 地域で生まれる様々な課題に、スピード感を持って対応できる

④ 経営の安定性は社歴のある企業と比べると劣る面がある

⑤ 営業力が不十分な場合やペーパーワークへの対応が苦手な場合がある

特長と課題

スタートアップの特徴を理解して連携することによって、

新たな行政サービスの展開、事業の効率化、

社会課題の解決を図ることができます。

スタートアップの定義



メロディ・インターナショナル
株式会社

ICTで遠隔の赤ちゃんの
健康管理を行う

・妊婦さんの定期健診などの通院に関する負担

・産科医は過重労働・高い訴訟リスクなどを抱え、さらに多忙になっている課題

・妊婦自身が在宅から産婦人科医にデータを送信することで、通院負担を軽減する

・電子母子手帳との連携により、妊娠から子育てまで一貫して母子の健康状態を
管理することができる

【北海道余市町/北後志地域】
町内の妊婦とその家族を対象に、IoT型胎児モ
ニターによる遠隔妊婦健診サポートの実証実験
を実施
20㎞ 離れた小樽市内の病院と連携し、産科医
不在の余市市内病院や在宅にて妊婦健診を提供

【千葉県】
新型コロナウイルス感染による自宅待機の妊婦
さんを対象に、千葉県、周産期センター、かか
りつけクリニックが連携
し、 IoT 型胎児モニターを貸し出す事で、妊婦
の遠隔モニタリングと、入院・出産時のスムー
ズな受入体制を構築した

会社名 メロディ・インターナショナル
株式会社

所在地 〒761-0301
香川県高松市林町2217-44
ネクスト香川304 

代表取締役 尾形優子

設立年月日 2015年7月27日

WEBページ https://melody.international/

• ICTで赤ちゃんとお母さんを遠隔サポート
• 周産期遠隔医療プラットフォーム「Ｍｅｌ

ｏｄｙｉ」とモバイル胎児心拍陣痛モニタ
ー「分娩監視装置ｉＣＴＧ」を活用した出
張妊婦健診や在宅妊婦健診を提供

• 自治体と連携し、居住地による出産リスク
の格差の解消や感染妊婦の自宅待機対策と
女性の社会進出に取り組んでいる

■行政との連携事例 ■会社概要

課題

解決策・効果

子育て・教育

くらし・手続き

1

ライフイズテック株式会社

中高生ひとり一人の可能性を
一人でも多く、最大限伸ばす

・学習指導要領の改訂に伴う、中学「技術科」のプログラミング、および高校「情報Ⅰ」
の必履修化への対応（専門で教える先生の不足や、プログラミング実装環境の整備等に
係る課題）

・自学自習型のプログラミングEdTech教材
－AIキャラクターのガイドに沿って、一人ひとりの理解度に合わせて学べる 。
中学「技術科」、高校「情報Ⅰ」の学習指導要領に対応
テキストコーディングによる実際のプロダクト／サービス開発の体験を通じて、「問題解決能力」を養う

・教員の授業準備・進行・評価のサポート機能／サービス
－進捗管理画面：生徒一人ひとりの学習進捗を把握可能 －指導案・評価案：指導計画や評価に活用可能
－授業スライド・模擬授業動画：授業進行に活用可能 －カスタマーサポート： 365日メール・電話対応
－小テスト・チェックワーク・定期テストサンプル問題：学習到達度の測定や復習に活用可能

【中学校での活用：東京都島しょ部（八丈町・
三宅村） 】
技術科で学んだスキルを郷土学習で活用
地域の魅力を探究し、Webサイトとして発信す
る地域課題解決型学習を実施
（http://www.hachijomachi-tky.ed.jp/fuji-
jhs/2nen-hp/all-top/）

【高校での活用：埼玉県立所沢西高校】
データサイエンスの実践型探究授業を実施

会社名 ライフイズテック株式会社

所在地 〒106-0047
東京都港区南麻布2-12-3 
南麻布ビル1F

代表取締役 水野 雄介

設立年月日 2010年7月6日

WEBページ https://lifeistech.co.jp/

• 中高生向けプログラミング教育・イノベー
ション教育のトップランナーとしてさまざま
な学びの機会・インフラを提供

• これまで、全国500以上の自治体2650校の
公立・私立学校、約50万人が利用する
Edtech教材「ライフイズテックレッスン」
を提供

■行政との連携事例 ■会社概要

課題

解決策・効果

2

子育て・教育

https://melody.international/
https://lifeistech.co.jp/


ユニファ株式会社

保育関連業務の負荷軽減
～保育の質の確保・向上までを
支援する保育施設向け
総合ICTサービス「ルクミー」～

・「保育士不足」の一因にもなっている保育者の業務負荷の高さ

・手書きによるコミュニケーションは保護者側の負担にもなっている

・保育関連業務のDXにより、アナログな記録業務の負担軽減、お昼寝の見守りなど
精神的な負担を軽減し、子どもと豊かに関わる時間を創出

・サービス導入前後で約65％（100時間以上）の業務負荷軽減を実現した園もあるなど、
高い効果を期待できる

【岩手県北上市】
市のDX推進の一環として導入
導入をきっかけに、現場の先生から前向きな改
革意識が生まれた

【山梨県甲斐市】
様々な煩雑な手書き業務などを軽減し、そこか
ら生まれる保育者の心と時間のゆとりの創出に
貢献

会社名 ユニファ株式会社

所在地 〒102-0071
東京都千代田区富士見1-8-19 
住友不動産千代田富士見ビル 2F

代表取締役 土岐 泰之

設立年月日 2013年5月

WEBページ https://unifa-e.com/

• 保育施設向け総合ICTサービス「ルクミー」
の企画、開発、販売、運営

• 「スマート保育園・スマート幼稚園・ス
マートこども園」構想の推進・展開

子育て・教育

くらし・手続き

■行政との連携事例 ■会社概要

課題

解決策・効果

3

株式会社アイセック

「妊産婦のココロとカラダに寄り
添うオンライン健康相談」や、
周産期関連申請書DXを展開

・産後1ヶ月後は14%程度がうつ病リスクがあり、自治体は個宅訪問で調査している

産後1年後も13%程度あるが継続的な支援は困難

・夫も10%程度のうつ病リスクがあるが自治体の支援はない

【課題解決モデル】
・24時間365日いつでも健康チェックができ、うつ症状ハイリスク者は即時予約ができ、
専門家とのオンライン健康相談が可能

【効果】
・新生児訪問時の紙媒体うつ症状チェック(EPDS)をWEB問診に切り替え、「即時判定」
及び「入力作業ゼロ」となり効率化実現。新生児訪問以降の精神的身体的負担がかかる時期
でもセルフチェックが可能となり「早期発見、早期介入」を実現

■行政との連携事例

【新潟県：加茂市、佐渡市】
R3年度実証を行い、R4年度から委託事業とし
て展開
希死念慮の産婦に早期発見早期介入し、受療に
つなげた。 新生児訪問以降の精神的身体的負担
がかかる時期でもセルフチェックを行えること
から、継続的なうつ病ハイリスク者のスクリー
ニングが実現

【福島県：いわき市、南相馬市、田村市、その
他複数企業（復興庁実証事業）】
R3年度は妊産婦向けに実証を行い、
R4年度は配偶者(夫)も対象に追加

■会社概要

• 新潟大学医学部内科と共同設立、新潟大学公
認ベンチャー企業第一号に認定

• 医療健康ビッグデータ分析は新潟県30市町
村国保の分析事業等を担う

• 健康e-Learning、オンライン診療、健診
データベース等を提供

• 新潟県と共に健康経営の普及啓発も担う

課題

解決策・効果

会社名 株式会社アイセック

所在地 〒951-8121
新潟県新潟市中央区水道町
2丁目5932-165

代表取締役 木村 大地

設立年月日 2019年12月10日

WEBページ https://iseq.co.jp/

4

子育て・教育

医療・福祉

https://unifa-e.com/
https://iseq.co.jp/


・産婦人科・小児科が少なく、医療相談へのアクセスが限定的となっている

・相談対応における保健師や担当職員の業務負担

・産婦人科・小児科領域のオンライン医療相談システムの導入

・相談対応における保健師や担当職員の業務負担を軽減する

■行政との連携事例

【神奈川県横浜市港北区】
横浜市、東京大学との共同研究の結果、妊娠中
から産後まで「産婦人科・小児科オンライン」
を住民に提供することで、産後うつのハイリス
ク者を相対的に2/3に減少させるとする効果を
確認
本研究結果を踏まえ、2022年度も継続導入と
なった

【山口県長門市、美祢市】
厚生労働省科学研究費研究に参加し、「産婦人
科・小児科オンライン」を住民に提供すること
で、小児科医を身近に感じる住民の割合が1.5
倍に増加、医師不足地域における医療アクセス
格差是正に貢献しうることが確認され、同地域
に正式導入となった

■会社概要

会社名 株式会社Kids Public

所在地 〒101-0052
東京都千代田区神田小川町
1丁目8-14
神田新宮嶋ビル4階

代表取締役 橋本 直也

設立年月日 2015年12月

WEBページ https://kids-public.co.jp/

• 一般的な妊娠、出産、子育てサポートに
加え、産婦人科・小児科オンラインケアを
提供し、産前産後の切れ目ないケアを実現

• 産婦人科・小児科オンラインを通じて、
現役の小児科医・産婦人科医・助産師が
メッセージチャットや動画通話等、夜間も
含めて相談に対応

課題

解決策・効果

株式会社Kids Public

産婦人科医・小児科医・助産師に
よるオンライン妊娠・出産・
子育て相談サービス

子育て・教育

医療・福祉

5

株式会社すららネット

マナブをサポートする
最先端学習システム

・多様な子供たちの一人ひとりに合わせた個別最適な学習の実現および学力の向上

・過疎地域など教員不足が深刻な地域等における、子供たちの学習機会の担保

・各教科における「つまずき」の把握と克服に約60％の生徒が効果を実感し、導入前後で
学習に取り組む時間が増えたと回答した生徒が70％以上

・3か月以上の継続的な学習により、問題解答時間が約30%短縮し、学習生産性が向上

■行政との連携事例

【経済産業省】
2019年度から4年連続「未来の教室実証事業」
に採択

【鳥取県】
2019年度から鳥取県教育委員会が行う不登校児
童生徒支援の自宅学習ICT教材として採択

【文部科学省】
2022年度 熊本市や他事業者とともに「次世代
の学校・教育現場を見据えた先端技術・教育
データの利活用推進事業」（文部科学省）に
参加
その他：自治体での導入実績は多数あり

■会社概要

• 国語・算数/数学・英語・理科・社会の5教
科対応のAI型ICT教材(マルチOS、マルチデ
バイスに対応) 

• 解答傾向に合わせて出題難易度を自動的に
変化させたり、学習者の隠れた弱点(つまず
き)を発見して学び直しを促すAI型のアダプ
ティブドリルを搭載

• 学校や塾で行われる実際の授業をベースに
構成・制作され、ゼロベースで各単元の根
本理解を促すインタラクティブなアニメー
ションレクチャーを搭載

課題

解決策・効果

子育て・教育

会社名 株式会社すららネット

所在地 〒101-0047
東京都千代田区内神田1-14-10
PMO内神田7階

代表取締役 湯野川 孝彦

設立年月日 2008年8月29日

WEBページ https://surala.jp/

6

https://kids-public.co.jp/
https://surala.jp/


株式会社コドモン

保育現場の業務省力化と質向上を
支援する保育・教育施設向け
ICTサービス

・保育・教育現場での職員の働き方改革、DXの実現

・保護者の保育・教育施設利用における利便性向上

・保育・教育サービスの質の向上

・【働き方改革】電話や手書きを中心とした業務をICTに切り替え、
50〜60%の業務省力化を通じて実現

・ 【利便性・満足度向上】専用アプリにより保護者の連絡負担軽減を実現
・ 【質の向上】上記により、保育・教育の質向上のための時間確保や情報共有が可能に

■行政との連携事例

行政との連携事例：
契約自治体 349/利用、公立施設 3,739

【福島県磐梯町】
2020年7月にデジタル変革戦略室を創設し行政
DXの推進の一環として導入
保育園/幼稚園/子ども館/小中学校/児童館(学
童)と乳幼児から義務教育終了まで、町内全て
の公立保育・教育施設で導入

【富山県南砺市】
公立12園で緊急連絡体制の整備のため導入
現在は保育の質向上に向けて保育ドキュメンテ
ーションを積極的に活用し、アンケートを通じ
て保護者満足度の調査も実施

■会社概要

会社名 株式会社コドモン

所在地 〒108-0073
東京都港区三田3丁目13－16
三田43MTビル 3F

代表取締役 小池 義則

設立年月日 2018年11月7日

WEBページ https://www.codmon.co.jp/

• 保育現場の業務省力化と保育の質向上を支援
する保育・教育施設向けシステムを提供

• 登降園管理や保護者からの連絡、保育ドキュ
メンテーション等の保育現場で役立つICT
サービスをオールインワンで提供しており、
外部調査で4年連続シェアNo.1を獲得。全国
導入数は2023年3月時点で14,038施設

課題

解決策・効果

子育て・教育

くらし・手続き

7

株式会社ミラボ

母子健康手帳・子育て支援アプリ
デジタル予診票等の子育てDX推進

・伴走型相談支援に応じた、妊娠・子育て家庭への継続的な情報発信、面談や相談支援に
関する課題

・乳幼児予防接種の予診票送付・接種記録の入力・医療機関との請求処理等の業務負担

・アプリを通じた、妊娠周期・月齢で対象者を絞った情報発信や面談案内等、伴走型相談
支援をサポート。一時預かりのオンライン予約や発達障害スクリーニングも連携可能
出産・子育て応援交付金等を活用し、費用負担軽減。

・スマートフォンで入力するデジタル予診票で、自治体・保護者・医療機関の三者間連携
を実現。業務負担軽減、接種事故防止、利便性向上を図る。

■行政との連携事例

【東京都港区】
※子育てモバイル 導入
Tokyo区市町村DX賞受賞。子育てモバイル導入
後、定期予防接種の間違い接種件数が年間で
44.1％減少。

【兵庫県 福崎町/神河町】
※子育てモバイル＋デジタル予診票導入
子育てモバイルに加えて、令和4年度よりデジ
タル予診票を導入し、子育て支援のDX化を
推進。

【茨城県水戸市】
※オンライン予約受付サービス
「e-YOYAKU+」導入。茨城県、水戸市のそれ
ぞれと協定を締結し、水戸市内で提供。

■会社概要

会社名 株式会社ミラボ

所在地 〒101-0062 
東京都千代田区神田駿河台
4-1-2 ステラお茶の水ビル8F

代表取締役 谷川一也

設立年月日 2013年12月

WEBページ https://mi-labo.co.jp/

• 電子母子手帳・子育て支援サービス・AI機
能を組み合わせた、子育て支援アプリ「子
育てモバイル」を開発・運営。

• 地域の子育て世代に対し、自治体からのお
知らせや医療機関・子育て施設情報の発信
ができるほか、予防接種スケジューラーな
どの機能を搭載。約300自治体へ導入。

• 乳幼児の予防接種・健診のデジタル化、オ
ンライン予約サービスなど、子育て支援全
般のDX化に取り組んでいる。

課題

解決策・効果

子育て・教育

医療・福祉
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株式会社ファーストアセント

AIとIoTを活用した
子育て支援サービスを展開

・子育てへの不安やストレスによって起きる産後うつに関する問題

・子育て世代の県外への転出超過、男性の育児参加の風土づくりに関する課題

・30%の家庭で父親の行動が変容(父親が積極的に育児を手伝うようになった
ワンオペ育児が両親で育児をするように変わった。) 

・赤ちゃんの泣き声から泣いている理由を解析したり、赤ちゃんの睡眠を解析することで
寝かしつけ支援を行う

■行政との連携事例

【神奈川県小田原市】
経済産業省主催「ベビーテック実証事業」in 小
田原にて、赤ちゃんの寝かしつけをサポートす
るスマートベッドライト「ainenne(あいねんね
)」を用いた実証実験を実施

【富山県】
富山県が推進するDigi-PoC TOYAMA（デジポ
ックとやま）」実証実験にて、ベビーテックを
活用した育児負担の軽減および余暇時間の創出
を目的に、赤ちゃんの寝かしつけに関するセミ
ナーと「ainenne」のレンタルを実施

■会社概要

会社名 株式会社ファーストアセント

所在地 〒104-0061
東京都中央区銀座7-13-6
サガミビル2F

代表取締役 服部伴之

設立年月日 2012年10月23日

WEBページ https://first-ascent.jp/

• 育児記録アプリ等の子育て支援サービス
• AI技術と専門家の知識を融合した子育て支

援サービス「ベビケアプラス」や寝かしつ
け支援スマートベッドライト「ainenne」を
提供

• 自社の育児記録アプリ「パパっと育児」で
収集した育児ビッグデータを元に、国立成
育医療研究センターと共同研究も実施して
いる

課題

解決策・効果

子育て・教育
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株式会社アイデミー

DX・GX人材育成
リスキリングを支援する
オンラインDXラーニング

・組織内部にDX・GX推進のノウハウが蓄積する必要がある

・DX・GXリテラシーを持ち、提案を評価できる管理職を育成する必要がある

・DX・GXの基礎知識からAIの実践的なプログラミングまで身につけることができる

・戦略立案から実運用までの一気通貫した伴走支援により、DX・GX推進に
必要なスキルやナレッジの内製化

■行政との連携事例

【国立研究開発法人】
国立研究開発法人産業技術総合研究所にて、職
員のDX業務に関するデジタルスキル知識習得
支援を目的としたオンラインDX講座サービス
として、Aidemy Businessを導入。 ※Aidemy 
Business：初心者〜実務経験者まで幅広く学習
できるオンラインDXラーニング

■会社概要

• 「先端技術を、経済実装する。」をミッ
ションに掲げ、企業変革の基盤となるDX・
GX推進およびAI/DX・GX内製化を支援する
プロダクト・ソリューションを展開

• 企業がDX・GXを推進する上で必要不可欠な、
人材育成・課題定義・PoC開発・実運用
までを一気通貫でサポート

課題

解決策・効果

会社名 株式会社アイデミー

所在地 〒100-0004
東京都千代田区大手町1丁目
2番1号
Otemachi Oneタワー６F

代表取締役 石川 聡彦

設立年月日 2014年6月10日

WEBページ https://aidemy.co.jp/

産業・ビジネス

子育て・教育
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環境

https://first-ascent.jp/
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BABY JOB株式会社

保育施設向けおむつの
サブスクリプション

・女性の就業率は年々上昇しており、出産後も継続して就業している人の割合は、10年前
より10%も増加。社会が大きく変わる中で、保育施設に通わせる保護者への物理的・
精神的な課題は放置されている。また保育士側の作業負担軽減も改善の余地が多くある

「手ぶら登園」
・おむつをメーカーから保育園へ直接届ける仕組み
・保護者負担2,508円（税込）/人〜利用できる仕組みで、自治体・保育園の費用負担ゼロ
・保育者/保護者双方の心理的不安を解消し、保育の質を向上、より良い子育て環境を支援

■行政との連携事例

【東京都渋谷区】

保護者と保育士の日々の負担を減らすため、

2021年11月より2か月間、すべての区立保育所

（18園）にてテスト導入が行われ、2022年1月

より全園で正式利用が開始

【鹿児島県枕崎市】

2022年4月から市内全ての私立保育施設（7園）

に「手ぶら登園」が正式導入され、保育施設に

通う保護者は、枕崎市からの補助により無償で

サービスを利用することができるようになった

自治体から市内全ての認可保育施設を利用する

保護者に対して費用を補助するのは、全国で初

めての取り組み

■会社概要

会社名 BABY JOB株式会社

所在地 〒532-0011
大阪府大阪市淀川区西中島
6丁目7-8 7階

代表取締役 上野 公嗣

設立年月日 2018年10月1日

WEBページ https://baby-job.co.jp/

• 月額定額制で保育施設に紙おむつ・お尻拭き
が直接届くサービス「手ぶら登園」を運営

• 全国3,360箇所以上、 47以上の自治体で導入
されており、保護者と保育園の心理的負担を
解消

• 「手ぶら登園」のほか、保護者の保育園探し
を応援するサービス「えんさがそっ♪」も
提供

課題

解決策・効果

子育て・教育
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株式会社アスコエパートナーズ

整理・体系化された行政サービス
情報で住民と職員に優しい利用者
視点のDXツール設計

・Webサイトやアプリで情報発信をしているが、必要な人に効果的に情報が届かない

・電子申請フォームをつくったのに利用者が増えない、業務が楽にならない

・住民と職員双方にとって利便性の高まるオンライン化対象手続を、棚卸調査で分析、
最適なDX計画を策定できる

・行政サービス情報を利用者視点で整理し、利用者の状況や属性に合わせて、必要な情報
をナビゲーションできる

・迷わせない、同じことを何度も書かせない、ユーザーフレンドリーな電子申請フォーム
を実現

■行政との連携事例

【神奈川県横須賀市】
パソコンやスマホから簡単な質問に答えるだけ
で、必要な手続きがわかる「手続きナビ」に
「申請サポートプラス」を連携して、住民の申
請書作成を支援 設問の文言など細部にわたって
住民目線で設計されている

【兵庫県加古川市】
個人や事業者等から受け付けている全行政手続
きを対象に、「手続アセスメント」を実施 調査
結果と他自治体ヒアリングを基に、行政手続オ
ンライン化の具体的検討を進めた

■会社概要

会社名 株式会社アスコエパートナーズ

所在地 〒105-0001
東京都港区虎ノ門5丁目12－13
ザイマックス神谷町ビル2F

代表取締役 安井 秀行

設立年月日 2010年2月8日

WEBページ https://www.asukoe.co.jp/

• 国・自治体などが提供する行政サービスの
データベース『ユニバーサルメニュー
(UM)』を構築

• 行政サービスを分かりやすくまとめられる
プラットフォームや行政サービスコンテンツ
のデータベース提供、スマホアプリからオン
ライン申請まで様々なDXソリューションを
提供

課題

解決策・効果

くらし・手続き

子育て・教育

https://baby-job.co.jp/
https://www.asukoe.co.jp/


・まちづくりに参加できる場が少なくコミュニティが継承できない

・運用コストを掛けずに市民の対話を促して行政のエビデンスにしたい
・自治体のマーケティング手段が限られ、関係人口の構築が困難

・SNSでの対話によるまちづくりへの参加と対話の積み上げと通して社会を前進させ、
幸福感を向上

・ミニマムな運用で地域課題や政策に対する意見を集められ、助けを求めている声も
可視化

・全国に向けた効果的な発信によるマーケティングとオンライン関係人口の構築

■行政との連携事例

【奈良県田原本町】
子育て世帯支援や賑わいづくりなどに力を入れ
ており、「住む場所（自治体）を選ぶときの決
め手」を、全国に向けて「Surfvoteローカル」
を用いた投票形式でヒアリングを実施 町職員が
仕事をするときにふさわしい服装を、町民や仕
事・観光などで訪れた人限定で「Surfvoteロー
カル」を用いた投票形式でヒアリングを実施

【国立大阪大学】
「白熱教室」の授業において社会課題やキャリ
ア形成に対する学習用SNSとして教員と学生が
投票・意見表明・議論のツールとして活用

■会社概要

会社名 Polimill株式会社

所在地 〒107-0052 
東京都港区赤坂8丁目4-14
青山タワープレイス8F 

代表取締役 横田えり

設立年月日 2021年2月25日

WEBページ https://polimill.jp/

• 地方公共団体向け目的特化型SNS
「Surfvote(サーフボート)」を展開
• 運営者(行政)が発行した課題をSNSに投稿し、

利用者が「投票」「コメント」「いいね」
「共有」などを行うことで、地域の様々な社
会課題についてミクロな民意の把握と前進が
可能

• LINEやTwitter・Facebook・メールアドレス
など、日常的に活用しているアカウントと連
動し、登録が可能。自治体の公式LINEとの連
携も可

課題

解決策・効果

Polimill株式会社

地元や全国のみんながまちづくり
に参加できる場としてのSNSの
提供

くらし・手続き

子育て・教育

株式会社ビースポーク

24時間稼働の接客窓口・課題
解決係としてのAIチャットボット

・窓口の対応時間の制約による不便の解消

・インバウンド観光客や在住外国人の多言語対応

・住民や観光客の行動やニーズを把握し、リアルタイムで有益な情報を提供できる

・疫病・災害を含む緊急時の多言語対応の自動化、窓口対応の自動化など、
遠隔型の行政窓口として機能する

【沖縄県竹富町】
感染予防対策として遠隔型の行政窓口サービス
を提供
町民が役場訪問をすることなく、情報入手が可
能に

【富山県南砺市】
チャット履歴の分析により、世界遺産周辺に滞
留する観光客を回遊させるためのニーズを可視
化 多言語で24時間体制の情報提供により国内
外観光客の利便性向上

会社名 株式会社ビースポーク

所在地 〒150-8510
東京都渋谷区渋谷2-21-1
渋谷ヒカリエ8階MOV

代表取締役 綱川 明美

設立年月日 2015年10月29日

WEBページ https://www.be-spoke.io/

• 正確さ＆迅速さが違う世界品質のAIチャッ
トボット

• 多言語対応AIチャットボット(利用者が質問
するとAIが自動で回答するコミュニケー
ションツール)「Bebot」の開発・運用

• 多言語でリアルタイムに情報提供を行い、
「安心」「安全」「特別」の実現を目指す

• 観光以外にも、チャットボットを活用した
オンライン総合窓口、子育て支援、災害対
応等のためのツールとして導入され、政府
自治体ほか、国内外の空港・ホテルを中心
に100以上の団体への導入実績を誇る

■行政との連携事例 ■会社概要

課題

解決策・効果
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子育て・教育

観光・文化

くらし・手続き

14
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株式会社I’mbesideyou

AI統合解析による
コミュニケーションサポート

・オンライン教育における生徒の成績向上に関する課題

・住民のウェルビーイング促進やメンタルヘルスケアに関する課題

・対象者のメンタルの状態を理解し、適切な励ましや第三者へのアラートを行う

・医療体制の逼迫・医療コストの増大をAIや近しい人との助け合いで改善

■行政との連携事例

【静岡県浜松市】
「ウエルビーイング促進のための動画解析AIに
よる市民のメンタルヘルス状況観察」の取り組
みを開始。うつ病などの兆候を日常のリモート
会議の様子から早期発見し、ユーザーの承諾を
得た上で、ライフログをデジタル問診票として
提供し、医師によるヒアリング時間を短縮する
ことで早期治療の実現・医療コストの大幅低減
を目指す

【東京都】
オンライン教育の質の向上のため、授業のダイ
ジェスト動画生成・先生と生徒の相性判定・リ
アルタイムファシリテーション支援などを提供

■会社概要

会社名 株式会社I’mbesideyou

所在地 東京都港区虎ノ門1-17-1
虎ノ門ビジネスタワー15F
CIC Tokyo

代表取締役 神谷渉三

設立年月日 2020年6月

WEBページ https://www.imbesideyou.com/

• オンラインコミュニケーション動画解析
• 世界初のオンラインコミュニケーション特

化マルチモーダルAIで、TV会議参加者の表
情・音声を解析し、日々の健康状態や心理
的安全性などを全自動でみえる化し、より
よい日常を創り出す

• メンタルヘルス不調者の96%を動画から検
知可能

• 一人一人の個性にあわせたサポートで孤独
なリモートワークをWell Remote Working
な環境に変えていく

課題

解決策・効果
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医療・福祉

子育て・教育

https://www.imbesideyou.com/
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